
平
成
24
年
度
市
・
県
民
税
の

申
告
に
つ
い
て

●
申
告
会
場
の
変
更

　

平
成
24
年
度
は
阿
南
税
務
署
と
合

同
で
申
告
相
談
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

申
告
会
場
は
市
役
所
か
ら
阿
南
市
商

工
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
２
階
）
に
変

わ
り
ま
す
。
市
・
県
民
税
の
申
告
の

期
間
は
、
平
成
24
年
２
月
16
日
㈭
か

ら
３
月
15
日
㈭
で
す
。
な
お
、
所
得

税
、
贈
与
税
の
申
告
は
、
同
会
場
で

阿
南
税
務
署
が
２
月
１
日
㈬
か
ら
受

け
付
け
し
て
お
り
ま
す
。

●
公
的
年
金
所
得
者
の
確
定
申
告
手

続
き
の
簡
素
化

　

年
中
の
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額

が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
公
的
年
金

等
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下

の
場
合
に
は
、
確
定
申
告
書
を
提
出

す
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の

場
合
で
あ
っ
て
も
市
・
県
民
税
の
申

告
は
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
税
務
課
（
☎
22

−

１
１
１
４
）
へ

償
却
資
産
の
申
告
は

１
月
31
日
ま
で
に

　

阿
南
市
内
に
お
い
て
、
事
業
用
の

償
却
資
産
で
機
械
・
器
具
お
よ
び
備

品
等
の
有
形
固
定
資
産
（
土
地
、
家

屋
お
よ
び
無
形
減
価
償
却
資
産
を
除

く
）
を
所
有
す
る
法
人
な
ら
び
に
個

人
（
市
内
で
事
業
用
に
供
さ
れ
て
い

る
リ
ー
ス
資
産
の
所
有
者
等
を
含

む
）
の
方
は
、
平
成
24
年
１
月
１
日

現
在
、
所
有
さ
れ
て
い
る
資
産
に
つ

い
て
、
１
月
31
日
㈫
ま
で
に
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
税
務
課
固
定
資
産

税
係
（
☎
22

−

１
１
１
４
）
へ

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
が

１
月
中
旬
に
交
付
さ
れ
ま
す

　

老
齢
年
金
は
、
所
得
税
法
上
の
雑

所
得
と
し
て
課
税
の
対
象
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
老
齢
年
金
を

受
け
て
い
る
方
に
は
、
一
年
間
の
年

金
の
支
払
総
額
な
ど
を
記
載
し
た

「
源
泉
徴
収
票
」
が
１
月
中
旬
に
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
確
定
申
告
の
際

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
障
害
年
金
・
遺
族
年
金

は
、
課
税
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い

た
め
、
源
泉
徴
収
票
は
送
付
さ
れ
ま

せ
ん
。

　

な
お
、
源
泉
徴
収
票
を
紛
失
さ
れ

た
場
合
や
未
着
の
場
合
等
に
は
、
年

金
事
務
所
ま
た
は
日
本
年
金
機
構
の

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
ね
ん
き
ん
ダ
イ

ヤ
ル
）
に
お
い
て
源
泉
徴
収
票
の
再

交
付
の
受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
５
７
０

−

05

−

１
１
６
５
）

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

（
☎
03

−

６
７
０
０

−

１
１
６
５
）

問
い
合
わ
せ
は　
保
険
年
金
課
（
☎

22

−

１
１
１
８
）
へ

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書

の
交
付
に
つ
い
て

　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
65
歳
以

上
の
方
で
、
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
方
に
対
し
て
「
障
害

者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を
交
付
し

ま
す
。

　

こ
の
認
定
書
は
、
所
得
税
の
確
定

申
告
や
市
・
県
民
税
の
申
告
の
際
に
、

税
法
上
の
「
特
別
障
害
者
控
除
」
お

よ
び
「
障
害
者
控
除
」
を
受
け
る
と

き
に
障
害
者
手
帳
の
代
わ
り
と
な
る

も
の
で
、
交
付
に
は
本
人
ま
た
は
家

族
の
申
請
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
す
で
に
「
障
害
者
控
除
対

象
者
認
定
書
」
の
交
付
を
受
け
ら
れ

た
方
で
、
要
介
護
認
定
程
度
区
分
に

変
更
の
な
い
方
は
、
申
告
の
際
に
前

回
交
付
さ
れ
た
認
定
書
が
使
用
で
き

ま
す
の
で
、
新
た
な
申
請
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

※
特
別
障
害
者
は
要
介
護
認
定
が

４
・
５
の
方
、
障
害
者
は
要
介
護
認

定
が
1
〜
３
の
方
が
該
当
し
ま
す
。

申
請
受
付　
１
月
６
日
㈮
か
ら

申
請
に
必
要
な
も
の　
介
護
保
険
被

保
険
者
証
、
印
鑑

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
福
祉
課

（
☎
22

−

１
５
９
２
）
へ

阿
南
警
察
署
か
ら
の
お
願
い

１
月
10
日
は
「
１
１
０
番
の
日
」

　
「
１
１
０
番
」
は
、
事
件
・
事
故

な
ど
の
緊
急
事
態
を
通
報
す
る
電
話

で
す
。
県
民
の
皆
様
と
警
察
を
結
ぶ

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
と
し
て
、
24
時
間
体

制
で
皆
さ
ん
の
安
全
で
平
穏
な
暮
ら

し
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　
警
察
へ
の
相
談
、
意
見
・
要
望
な

ど
の
急
が
な
い
内
容
の
も
の
は
、「
県

民
の
声　

１
１
０
番
」

プ
ッ
シ
ュ
回
線
（
☎
＃
９
１
１
０
）

ダ
イ
ヤ
ル
回
線
（
☎
０
８
８

−

６
５

３

−

９
１
１
０
）
も
し
く
は
阿
南
警

察
署
へ
お
掛
け
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
警
察
署
（
☎

22

−

０
１
１
０
）
へ

か
も
だ
岬
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー

『
新
春
イ
ベ
ン
ト
』
開
催

　

新
春
の
ひ
と
と
き
を
四
国
最
東
端

の
温
泉
で
の
ん
び
り
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　
１
月
15
日
㈰　

午
後
１
時
〜

３
時
（
予
定
）

内
容　
▼
三
味
線
演
奏
（
阿
南
工
業

高
校
音
楽
部
）
▼
ギ
タ
ー
演
奏
（
コ

ス
モ
ス
）
▼
か
も
だ
岬
ミ
ニ
ラ
イ
ブ

（
藤
本
つ
よ
し
さ
ん
）
▼
日
本
舞
踊

披
露
（
藤
若
舞
の
会
）

同
時
開
催　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

・
か
も
だ
岬
温
泉
と
れ
と
れ
市

・
地
元
の
魚
介
類
・
農
産
物
直
売

１
月
の
休
館
日　
５
日
㈭
・
６
日
㈮
・

10
日
㈫
・
16
日
㈪
・
23
日
㈪
・
30
日

㈪問
い
合
わ
せ
は　
か
も
だ
岬
温
泉
保

養
セ
ン
タ
ー（
☎
21

−

３
０
３
０
）へ

あぶない ! こんなに事故が

交通
事故

件 数
死 者
負 傷 者

207件（2,383）
1人（       7）
36人（   414）

救急 件 数
搬送人員

220件（2,787）
209人（2,679）

火災 件 数
損 害 額

3件（ 36）
0千円（56,699千円）

●阿南署管内平成23年11月分合計　(　)内は1月からの累計
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阿
南
市
費
教
員
・

人
権
ふ
れ
あ
い
子
ど
も
会

指
導
員
等
の
募
集

　

平
成
24
年
４
月
採
用
の
阿
南
市
費

教
員
・
人
権
ふ
れ
あ
い
子
ど
も
会
指

導
員
等
の
募
集
お
よ
び
採
用
審
査
を

実
施
し
ま
す
。

①
市
費
教
員

職
務
内
容　
市
内
小
・
中
学
校
で
の

児
童
・
生
徒
の
指
導

資
格　
小
学
校
も
し
く
は
中
学
校
教

諭
の
免
許
状
を
有
す
る
方
、
ま
た
は

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
に
こ
れ
ら

の
資
格
を
取
得
見
込
み
の
方

②
適
応
指
導
教
室
指
導
員

職
務
内
容　
ふ
れ
あ
い
学
級
で
の
不

登
校
児
童
・
生
徒
の
自
立
支
援

資
格　
①
に
同
じ

③
人
権
ふ
れ
あ
い
子
ど
も
会
指
導
員

職
務
内
容　
地
域
に
組
織
さ
れ
た
子

ど
も
会
の
企
画
・
指
導
の
補
佐

資
格　
小
学
校
も
し
く
は
中
学
校
教

諭
の
免
許
状
も
し
く
は
こ
れ
ら
に
準

ず
る
資
格
を
有
す
る
方
ま
た
は
平
成

24
年
３
月
31
日
ま
で
に
こ
れ
ら
の
資

格
を
取
得
見
込
み
の
方

④
情
報
教
育
指
導
員

職
務
内
容　
市
内
小
・
中
学
校
で
の

Ｉ
Ｔ
機
器
活
用
指
導

資
格　
Ｉ
Ｔ
機
器
に
堪
能
な
方

採
用
予
定
人
員　
①
…
７
人
程
度
、

②
④
…
若
干
名
、
③
…
10
人
程
度

任
用
期
間　
平
成
24
年
４
月
１
日
〜

平
成
25
年
３
月
31
日

申
込
期
間　
１
月
10
日
㈫
〜
20
日
㈮

申
込
方
法　
自
筆
履
歴
書
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ

規
格
用
紙
）
に
希
望
す
る
①
〜
④
の

職
種
順
を
明
記
の
う
え
、
教
諭
の
免

許
状
ま
た
は
資
格
証
の
写
し
（
免
許

状
ま
た
は
資
格
証
取
得
見
込
み
証
明

書
も
可
）
を
添
え
て
学
校
教
育
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

面
接
日　
２
月
12
日
㈰

問
い
合
わ
せ
は　
学
校
教
育
課
（
☎

22

−

３
３
９
０
）
へ

幼
稚
園
助
教
諭
お
よ
び

子
育
て
支
援
保
育
士
の
募
集

　

平
成
24
年
度
に
阿
南
市
立
幼
稚
園

で
勤
務
し
て
い
た
だ
く
幼
稚
園
助
教

諭
お
よ
び
子
育
て
支
援
保
育
士
を
募

集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
①
幼
稚
園
助
教
諭
：
幼

稚
園
教
諭
免
許
を
有
す
る
方
②
子
育

て
支
援
保
育
士
：
幼
稚
園
教
諭
免
許

ま
た
は
保
育
士
資
格
を
有
す
る
方

※
①
②
と
も
平
成
24
年
３
月
31
日
ま

で
に
取
得
見
込
み
の
方
を
含
む
。

応
募
方
法　
次
の
書
類
を
１
月
13
日

㈮
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。　

①
履
歴
書
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
用
紙
の
も

の
に
写
真
貼
付
）

②
幼
稚
園
教
諭
免
許
ま
た
は
保
育
士

資
格
の
写
し
（
免
許
状
ま
た
は
資
格

取
得
見
込
み
証
明
書
も
可
）　

採
用　
▼
幼
稚
園
助
教
諭
：
一
日
お

よ
び
短
時
間
勤
務
（
15
人
程
度
）
▼

子
育
て
支
援
保
育
士
：（
7
人
程
度
）

面
接
日　
1
月
29
日
㈰

問
い
合
わ
せ
は　
学
校
教
育
課
（
☎

22

−

３
３
９
０
）
へ

保
育
所
給
食
調
理
補
助
員

（
臨
時
的
任
用
職
員
）を
募
集

　

平
成
24
年
度
に
市
立
保
育
所
に
お

い
て
、
臨
時
的
に
勤
務
す
る
給
食
調

理
員
の
選
考
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

採
用
予
定
人
員　
35
人
程
度

試
験
日　
２
月
５
日
㈰

受
験
資
格　
昭
和
27
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方

申
込
期
間　
１
月
10
日
㈫
〜
19
日
㈭

申
込
方
法　

人
事
課
備
え
付
け
の

「
申
込
用
紙
」
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
人
事
課
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。「
申
込
用
紙
」
は
、
１
月

10
日
㈫
以
降
に
お
渡
し
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
人
事
課
（
☎
22

−

１
１
１
２
）
へ

学
校
給
食
調
理
補
助
員

（
臨
時
的
任
用
職
員
）募
集

　

平
成
24
年
度
に
学
校
給
食
施
設
お

よ
び
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

臨
時
的
に
勤
務
す
る
給
食
調
理
員
の

選
考
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

採
用
予
定
人
員　
40
人
程
度

受
験
資
格　
昭
和
27
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
6
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方

試
験
日　
２
月
5
日
㈰

申
込
期
間　
１
月
10
日
㈫
〜
19
日
㈭

申
込
方
法　
教
育
委
員
会
総
務
課
備

え
付
け
の
「
申
込
用
紙
」
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
総
務
課
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。「
申
込
用
紙
」は
、

１
月
10
日
㈫
以
降
に
お
渡
し
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
教
育
委
員
会
総
務

課
（
☎
22

−

３
２
９
９
）
へ

生
涯
学
習
推
進
大
会

　

本
市
の
生
涯
学
習
実
践
の
成
果
を

発
表
す
る
場
で
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

日
時　
１
月
21
日
㈯　

午
後
１
時
30

分
開
会
（
受
付
：
午
後
１
時
〜
）

場
所　
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容　
生
涯
学
習
活
動
の
発
表
（
橘

公
民
館
の
防
災
に
関
す
る
活
動
報

告
・
福
井
若
竹
元
気
太
鼓
）

記
念
講
演　
「
は
や
ぶ
さ
は
な
ぜ
イ

ト
カ
ワ
を
目
指
し
た
か
」・「
将
来
の

惑
星
探
査
は
や
ぶ
さ
２
」
な
ど

講
師　

（独）
宇
宙
航
空
研
究
開
発

機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
博
士
（
工
学
）

山
田
哲
哉
さ
ん

※
羽
ノ
浦
伝
統
文
化
子
ど
も
教
室
に

よ
る
お
茶
席
を
実
施
し
ま
す
。
正
午

〜
午
後
１
時
30
分（
１
回
２
０
０
円
）

問
い
合
わ
せ
は　
生
涯
学
習
課
（
☎

22

−

３
３
９
１
）
へ

阿
南
市
消
防
出
初
式

　

輝
か
し
い
平
成
24
年
の
新
春
を
飾

る
阿
南
市
消
防
出
初
式
が
阿
南
市
文

化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
出
初
式
は
、
消
防
職
員
・
団

員
の
士
気
の
高
揚
、
職
務
の
重
要
性

を
再
認
識
し
、
市
民
の
安
心
で
安
全

な
生
活
を
守
る
た
め
、
消
防
職
員
・

団
員
約
５
０
０
人
が
参
加
し
て
行
な

わ
れ
る
も
の
で
す
。

日
時　
１
月
８
日
㈰　

午
前
10
時
〜

場
所　
夢
ホ
ー
ル
（
文
化
会
館
）　

問
い
合
わ
せ
は　
消
防
本
部
警
防
課

（
☎
22

−

３
７
９
６
）
へ

献血にご協力ください	※400㎖献血のみです。

１月 採　血　場　所 所在地 採血時間

19日
㈭ 阿南市消防本部 辰 己 町 10：00〜11：00

20日
㈮

南部総合県民局
保健福祉環境部阿南庁舎 領 家 町 10：00〜11：30

キョーエイ羽ノ浦店 羽ノ浦町 13：00〜16：30

問い合わせは　徳島県赤十字血液センター（☎088-631-3200）へ
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光のまち
ステーションプラザ
1月の催し

　■展示コーナー　10:00〜20:00

書道教室作品展　４日㈬〜22日㈰
フェルトスイーツ＆お花＆
　トールペイント展
　　　　24日㈫〜２月５日㈰
※初日と最終日の開催時間は異なります。

■体験会

大正琴　18日㈬　13:00〜15:00
【参加費】無料　　  【定員】10人
【申込締切】17日㈫
トールペイント
　　　　28日㈯　13:00〜15:00
【参加費】1,000円　【定員】６人
【申込締切】25日㈬
プリザーブドフラワー
　　　　29日㈰　13:00〜15:00
【参加費】3,000円　【定員】６人
【申込締切】26日㈭

「竹人形、星形あんどん、LEDグラ
ス作り」カルチャー講座を常時開催
中！

問い合わせは
　光のまちステーションプラザ
　（☎ 24−3141）へ　

完
全
復
旧
を
め
ざ
し
、
日
々
作
業

を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
姿
に
日
本

人
の
底
力
を
感
じ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
住
む
徳
島
県
で
も
南

海
大
地
震
が
予
想
さ
れ
て
お
り
30

年
以
内
に
60
％
の
確
率
で
発
生
す

る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
被
害

を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
私
が

災
害
派
遣
で
思
っ
た
こ
と
は
、
大

き
な
揺
れ
を
感
じ
た
ら
、
揺
れ
が

収
ま
る
の
を
待
っ
て
、
す
ぐ
に
高

台
へ
避
難
す
る
こ
と
で
す
。
今
回

の
東
日
本
大
震
災
で
も
死
者
の
9

割
が
、
溺
死
で
命
を
落
と
し
て
い

ま
す
が
現
地
の
方
の
話
で
は
、
多

数
の
方
が
「
大
津
波
が
来
る
わ
け

な
い
」
と
自
分
で
判
断
し
た
結
果
、

津
波
に
流
さ
れ
て
し
ま
い
命
を
落

と
さ
れ
た
と
聞
き
ま
し
た
。

　

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
自

然
災
害
を
想
定
し
て
、
自
分
の
命

を
守
る
た
め
に
も
地
域
で
行
わ
れ

て
い
る
避
難
訓
練
な
ど
に
積
極
的

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

水
道
部
工
務
課　

　
　
　
　
　

技
師　

大
橋
祥
太

　

８
月
17
日
か
ら
26
日
ま
で
の
10

日
間
、
宮
城
県
気
仙
沼
市
大
島
で

第
23
陣
災
害
派
遣
員
と
し
て
業
務

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
ガ
レ
キ
担
当
で
気
仙
沼

市
役
所
の
土
木
職
員
・
臨
時
職
員

と
共
に
業
務
を
行
い
ま
し
た
。
主

な
業
務
内
容
は
、
崩
壊
し
た
家
屋

の
解
体
撤
去
作
業
を
地
元
業
者
が

行
う
た
め
、
着
工
前
・
完
了
後
の

現
場
写
真
撮
影
、
施
工
の
方
法
、

地
権
者
と
の
立
会
や
協
議
、
撮
影

し
た
写
真
デ
ー
タ
の
整
理
や
管
理

な
ど
で
あ
り
、
現
場
に
出
て
仕
事

を
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。

少
し
ず
つ
解
体
作
業
も
進
ん
で
い

ま
す
が
完
全
復
旧
に
は
、
ま
だ
し

ば
ら
く
時
間
が
か
か
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

被
災
地
の
状
況
で
す
が
、電
気
・

水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
完

全
に
復
旧
し
て
お
り
、
生
活
す
る

の
に
不
便
な
こ
と
は
殆
ど
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

現
地
住
民
の
方
々
と
も
話
す
機

会
が
あ
り
ま
し
た
が
家
族
を
亡
く

さ
れ
た
方
、
未
だ
家
族
が
行
方
不

明
の
方
も
多
く
お
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
皆
さ
ん
全
員
が
明
る
く

大
津
波
の

　
恐
ろ
し
さ

被災地
からの
メッセージ

シ
リ
ー
ズ

環
境
と
く
ら
し
№18

節
電
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
影
響
で
、

こ
の
冬
、
伊
方
原
子
力
発
電
所
を
は

じ
め
全
国
各
地
の
原
子
力
発
電
所
で

運
転
が
見
合
わ
さ
れ
る
な
ど
、
我
が

国
全
体
で
電
力
受
給
が
逼
迫
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。こ
の
た
め
、「
節
電
」

を
は
じ
め
と
し
た
さ
ら
な
る
省
エ

ネ
・
省
資
源
へ
の
「
官
民
を
挙
げ
た

取
り
組
み
」
や
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
転
換
」
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
市
で
は
、
冬
の
エ
コ

ス
タ
イ
ル
期
間
（
12
月
〜
３
月
）
に

加
え
「
ア
フ
タ
ー
期
間
（
４
月
）」

を
設
定
し
、
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
行
動
の
徹
底
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
一
人
一
人
が
職
場
や
家
庭

で
日
頃
か
ら
環
境
に
配
慮
す
る
こ
と

が
省
エ
ネ
や
地
球
温
暖
化
防
止
に
つ

な
が
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
役
所
で
の
取
り
組
み

☆
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
☆

▼
執
務
室
等
の
室
温
が
概
ね
19
度
に

な
る
よ
う
、
暖
房
の
設
定
温
度
管
理

を
こ
ま
め
に
行
う

▼
動
き
や
す
く
暖
か
い
服
装
で
執
務

す
る

▼
休
息
時
間
の
消
灯
を
徹
底
す
る
ほ

か
、
廊
下
・
階
段
等
も
支
障
の
な
い

範
囲
で
消
灯
を
す
る
な
ど
節
電
を
励

行
す
る

▼
本
庁
舎
お
よ
び
分
庁
舎
に
お
い
て
、

概
ね
午
前
11
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で

の
間
、
暖
房
を
停
止
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
環
境
保
全
課
（
☎

22

−
３
４
１
３
）
へ

水
道
管
の
冬
支
度
を
！

　

気
温
が
氷
点
下
４
度
以
下
に
な
る

と
、
防
寒
が
で
き
て
い
な
い
水
道
管

は
凍
っ
た
り
破
裂
し
た
り
し
ま
す
。

次
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
は
、
早
め
に

手
当
て
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道
管

・
北
向
き
に
あ
る
水
道
管

・
風
が
よ
く
当
た
る
水
道
管

水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き
は

　

ま
ず
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
箱
の
中

に
あ
る
止
水
栓
（
＝
バ
ル
ブ
）
を
閉

め
て
水
を
止
め
ま
す
。
次
に
、
破
裂

し
た
部
分
に
布
や
テ
ー
プ
な
ど
で
応

急
手
当
て
を
し
、
市
指
定
上
下
水
道

工
事
店
共
同
組
合
（
☎
22

−

７
６
０

８
）
ま
た
は
市
指
定
水
道
工
事
店
へ

修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

水
道
部
工
務
課

（
☎
22

−

３
２
９
５
）
へ
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